令和８年度高知県社会教育委員会について別紙１


　　（案１）今回、十分協議ができなかった内容（斉藤委員長あと書きより）
　　　①大人の期待に応える若者でなく、若者の意欲や意思をサポートできるような大人の若者に対する向き合い方について
　　　②大人の背中を見せるという、大人自身の態度・姿勢について
　　　③社会的包摂という視点からの、生きづらさを抱える子どもたちや若者の地域参画をつくる社会教育振興のあり方について


　　
　　（案２）第４期教育振興基本計画社会教育（R６～９）に関する進捗状況について、評価・助言をいただく
　　　基本方針Ⅲ「高知家」の誰もが、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
　　　【１】共に学び支え合う生涯学習・社会教育の推進
　　　【２】オーテピア高知図書館を核とした県民の読書環境・情報環境の充実
　　　【３】家庭教育支援の充実
　　　【４】放課後等における子どもたちの安全・安心な居場所づくりや学びの場の充実


（案３）次期委員会の協議テーマ案について
　　　協議テーマについては、教育委員会の検討会において決定されるもの。教育委員会から社会教育委員会に「○○について」社会教育委員会で協議する（答えをだす）もの。ただ、高知県社会教育委員会として、社会教育の課題を考えていくことは意味のあること。
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